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岐
阜
県
可か

に児
市
で
は
、
議

会
改
革
の
取
組
み
を
、
同
県

関
市
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
（
※
）
の
活
用
に
つ
い
て

視
察
し
た
。

数
多
く
の
議
会
改
革

　

可
児
市
議
会
で
は
、
平
成

15
年
度
よ
り
議
会
改
革
の
協

議
が
始
ま
り
、
24
年
12
月
の

議
会
基
本
条
例
の
議
決
を
契

機
に
、
議
会
広
報
活
動
の
充

実
や
議
会
報
告
会
な
ど
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

決
算
審
査
等
で
出
さ
れ
た

意
見
を
次
年
度
予
算
へ
反
映

さ
せ
る
た
め
の
提
言
シ
ス
テ

ム
や
、
議
員
と
市
民
と
の
懇

談
会
な
ど
数
多
い
議
会
改
革

の
取
組
み
に
感
心
し
た
。

　

筑
後
市
議
会
で
も
、
こ
の

よ
う
な
事
例
を
参
考
に
、
議

会
運
営
の
さ
ら
な
る
改
革
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

経
費
削
減
と

最
新
情
報
の
共
有
化

　

同
県
関
市
議
会
で
は
、
議

員
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
25

年
９
月
議
会
か
ら
、
全
議
員

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
で
、
議
案
書
や

予
算
・
決
算
書
な
ど
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削

減
、
最
新
情
報
の
共
有
管
理

な
ど
が
実
現
で
き
る
。

　

ま
た
、
議
会
資
料
は
端
末

で
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
必

要
な
部
分
を
議
員
が
印
刷
し
、

紙
と
の
併
用
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

筑
後
市
議
会
で
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
必
要
で
あ
る
と
の

認
識
を
持
っ
た
。

関市ではタブレット端末の説明を受けた

【人　口】
可 児 市
関 　 市

101,292 人
89,036 人

◆◆◆

◆

久
し
ぶ
り
の
傍
聴
。
以
前
に

比
べ
、
議
員
の
私
語
も
少
な

く
真
剣
さ
が
あ
っ
た
。
財
政

健
全
化
、
小
学
校
再
編
は
慎

重
に
議
論
し
て
ほ
し
い
。

（
60
代
男
性
）

傍
聴
者
目
線
で
丁
寧
に
資
料

が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
こ
の
点
は
、
他
市
よ
り

優
れ
て
い
る
と
思
う
。

（
30
代
男
性
）

初
め
て
の
傍
聴
。
質
疑
内
容

に
理
解
で
き
な
い
点
が
あ
っ

今
回
も
、
多
数
の
傍
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
議
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
マ

イ
ク
の
調
整
を
し
て
み
ま
す
。

た
が
、
関
係
課
長
の
答
弁
が

分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
納

得
で
き
た
。
少
し
だ
が
、
市

政
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
年
代
、
性
別
不
明
）

議
員
も
執
行
部
も
声
が
小
さ

く
、
傍
聴
席
か
ら
は
聞
こ
え

に
く
か
っ
た
。
マ
イ
ク
を

も
っ
と
上
手
に
使
っ
て
ほ
し

い
。

（
80
代
女
性
）

※
平
板
型
で
、
画
面
を
直
接

触
っ
て
操
作
す
る
携
帯
型
の

情
報
端
末
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全
国
的
に
高
齢
化
が
進
展

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
増
え
て
い
る
。
筑
後
市
で

も
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が

高
く
な
り
、
市
民
の
負
担
感

は
強
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
介
護
予
防
や
介

護
負
担
軽
減
の
取
組
み
を
し

て
い
る
先
進
地
を
視
察
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
が

介
護
予
防
に
貢
献

　

石
川
県
加
賀
市
で
は
、
住

民
主
体
の「
地
域
お
た
っ
し
ゃ

サ
ー
ク
ル
」
が
約
４
割
の
地

域
で
開
か
れ
て
お
り
、
体
操

や
茶
話
会
等
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
、
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
筑
後
市
の
「
地

域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
地

域
さ
ん
か
く
塾
」
と
似
て
お

り
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
場
合

の
事
業
展
開
の
方
向
性
を
確

認
で
き
た
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
で

負
担
軽
減
へ

　

同
県
小
松
市
で
は
、
介
護

負
担
の
軽
減
や
質
の
高
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
要
介

護
者
の
自
立
支
援
を
目
的
に
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
市
内
の
介

護
老
人
保
健
施
設
を
訪
問
し
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能
を
使
っ

た
歩
行
等
も
体
験
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
意
欲
を
生
む
効
果
や
、

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
と

な
り
、
人
材
確
保
も
期
待
で

き
る
と
感
じ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
井
県
越
前

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
等
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

介護ロボットでの訓練体験（小松市）

【人　口】
宇 部 市
玉 野 市

167,484 人
60,930 人

岩 国 市 137,153 人

【人　口】
加 賀 市
小 松 市

67,571 人
108,358 人

越 前 市 83,122 人
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経
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５
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建
設
経
済
委
員
会
で
は
、

山
口
県
宇
部
市
の
道
路
の
整

備
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

岡
山
県
玉
野
市
の
新
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
視
察

し
た
。

市
民
の
力
で
道
路
整
備

　

宇
部
市
で
は
、
「
わ
た
し

た
ち
の
道
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
、
「
ピ
カ
美
化
ロ
ー

ド
宇
部
制
度
」
な
ど
様
々
な

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

市
道
の
維
持
・
修
繕
に
は
、

毎
年
多
額
の
予
算
を
必
要
と

し
て
お
り
、
工
事
に
着
手
で

き
な
い
狭
小
市
道
な
ど
を
市

民
の
力
で
使
い
や
す
く
地
域

に
根
付
い
た
道
路
に
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
事
業
で
あ
っ

た
。

　

筑
後
市
で
も
類
似
す
る
事

業
が
あ
る
が
、
よ
り
良
い
制

度
と
す
る
た
め
の
研
究
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

　

玉
野
市
で
は
、
「
シ
ー
バ

ス
」と
い
う
市
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

あ
る
が
、
年
々
利
用
者
が
減

少
し
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
「
シ
ー
バ
ス
」
に

加
え
、
自
由
な
移
動
が
可
能

な
「
シ
ー
タ
ク
」
の
運
行
を

開
始
し
、
顕
著
な
成
果
を
上

げ
る
に
至
っ
た
。
誰
も
が
行

き
た
い
所
へ
移
動
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
充
分
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
山
口
県
岩
国

市
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
フ
ァ
ー

ム
本
拠
地
を
視
察
し
た
。

宇部市での研修風景

先進地 に学ぶ先進地 に学ぶ先進地 に学ぶ
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